
MICRO ACEの新製品

鉄道模型マイクロエース
平成 年 月

株式会社マイクロエース
製品の仕様・価格・発売時期は予告なく変更することがありますので、予めご了承願います。

A7251 国鉄 10系客車 急行「天の川」 増結6両セット

A7250 国鉄 10系客車 急行「天の川」 基本7両セット
予価：20,000円(税別）

予価：17,000円(税別）

JANｺｰﾄﾞ：127742 ｶｰﾄﾝ内入数：12

JANｺｰﾄﾞ：127735 ｶｰﾄﾝ内入数：12

商品形態 Nゲージ塗装済完成品（素材：ABS樹脂製 対象年齢：14歳以上 ブックケース入り）

実車

商品概要

オプション

付属品

青15号の客車

行先シール

•マイクロエース客車シリーズの更なる充実
•10系客車シリーズのバリエーションモデル
•テールライト点灯。ON-OFFスイッチ付。（ｽﾛﾌ62、ｵﾊﾈﾌ12、ｵﾊﾈﾌ13、ｽﾕ16）

・スユ16、オハネフ13を新規作成

・スユ16-2007は乗務員ドアの窓が縦に長い

2000番台後期型です

・妻板に標記印刷済

・スロフ62はグリーン帯入り

※走行には別途機関車が必要です

同時発売予定の『A1712 EF58-72・青・長岡第

二機関区』が好適です

編成図 A7250 編成図 A7251

幅広室内灯：G0001/G0002/G0003/G0004，マイクロカプラー非対応

1955(昭和30)年、国鉄では拡大する旅客需要に対応するために新型客車の製造を開始しました。10系客車
のうち、寝台車は最大車体幅が国鉄では初めて2900mmとされています。これは極力寝台寸法を拡大し、居
住性を向上させたためです。このため「裾絞り」と呼ばれる車体形状が初めて登場しました。1965(昭和40)ま
でにグループ全体で1000両以上が製造され、全国各地で活躍しました。1970年代に入ってからは次第に活
躍の場を地方線区へと移し始め、最終的に1985(昭和60)年までに全車の営業を終了しました。
急行「天の川」は上野と新潟を上越線経由で結んでいた夜行急行列車です。1958(昭和33)年に上野～新潟
間の夜行準急列車に「越後」の愛称が付けられ、1962(昭和37)年に「天の川」と改称されました。1972(昭和
47)年には寝台急行列車化され、運転区間が上野～秋田間に延長されました。長らく10系客車を主体として
編成で活躍しましたが、1976(昭和51)年までに20系客車が投入され、10系寝台車は引退しました。
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